
 
 

 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

笠間市立友部第二中学校 学校だより 第１２号 令和４年６月２３日 

ＴＯＭＯＮＩ  
【校 訓】共に語らん 共に学ばん 共に進まん 

【キーワード】チーム和ークで，魅力度アップキャンペーン 

  

★女子バレーボールの部   優勝 

★軟式野球の部       準優勝 

★ソフトテニス男子団体の部 優勝 

★ソフトテニス男子個人の部 優勝 Ｍ・Ｋペア 

              第３位 Ｔ・Ｍペア 

★ソフトテニス女子個人の部 優勝 Ｕ・Ｙペア 

              第３位 Ｈ・Ｋペア 

★卓球男子団体の部     準優勝 

★卓球男子個人シングルスの部 優勝 Ｙ  第６位 Ｋ 

              中央地区出場権獲得 Ｔ，Ｉ，Ｉ 

       ダブルスの部 第４位 Ｎ・Ｇペア 

              第６位 Ｎ・Ｈペア 

★卓球女子個人シングルスの部 優勝 Ｍ  第３位 Ｋ 

       ダブルスの部 第２位 Ｋ・Ｓペア 

★剣道個人の部       第２位 Ｉ 

★柔道個人の部 ８１ｋｇ級第１位 Ｏ， ６６ｋｇ級第４位 Ｋ 

        ７３ｋｇ級第４位 Ｔ     

（以上，中央地区進出） 

★県大会出場 器械体操の部 Ｋ，Ｋ  相撲の部 Ｍ 

  

結果報告 

跳んで，走って，投げて，打って，泣いた夏 

試合を終えて，悔し涙を流す姿がありました。うれし涙もありました。涙は流さなくとも，期待した結果を出せずに大きく

落ち込む姿もありました。やり切った後の清々しい笑顔もありました。流した涙は，皆さんが全身全霊をかけて本気になった

証（あかし）です。わたしは，各会場で全力を尽くして取り組んだ皆さんを誇りに思います。 

「子どもたちに良い結果を残してあげられず，すみませんでした」と頭を下げてきた顧問の先生がいました。あるいは，奇

跡の逆転勝利に，選手とともに歓喜し涙する先生もいました。予期せぬ敗戦に気持ちが整理できない選手をそっと見守り，夜

になっておうちの方に電話している顧問もいました。先生たちも，選手の皆さんのうれしさ・くやしさをきちんと引き受けて

くれていることが分かりました。 

大会当日は，早朝からたくさんの卒業生が来て，出場する後輩たちを見送ってくれました。選手を乗せたバスを見送った後，

卒業生たちは，「今から電車に乗って高校に行ってきます」「乗り遅れそうなので，急いでいきます」「朝のミニテストがあるん

だけど，今日はその準備の時間がとれません（泣）」と言いながら，笑顔でそれぞれの高校へ向かっていきました。 

保護者の皆様には，選手の心や体のケア，お弁当の準備，応援等々，本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

今回の大会は，生徒たちをまた一つ大きく成長させてくれました。感動も試練も，すべては自らが成長するためのステップ。

このような場を私たちに与えてくれた，この２日間のすべての瞬間に感謝します。中央地区に出場する選手の皆さん，今度は

市の大会ほど緊張することはないはず。精一杯戦ってきてください。そして，今大会で部活動に区切りをつける３年生の選手

の皆さん，お疲れ様でした。感動をありがとう。 

笠間市総体を終えて 


